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一般社団法人 日本学校保健学会
• 昭和29（1954）年創立。本年で67周年。

• 会員数 1,916（2021年8月31日現在）

• 目的： 児童・生徒・学生の健康の保持・増進に関
する学術研究と、その成果の普及・発展を図る。

• 学術大会（年1回秋）※2020年度は翌年に延期

• 機関誌「学校保健研究」、英文学術雑誌「School 
Health」

• 学会企画研究等本会の目的を達成するために必要な
研究事業。

• 地区学校保健学会その他関連諸学会との連絡・協力、
情報の収集。



年次学会（学術大会）
第66回大会 2019年11月29日
～12月1日（東京都）

第67回大会 2021年11月5日～
7日（愛知県日進市）



第67回学術大会主要演題

●大会長講演

「学校保健，その原点に立ち返る」

講師 大澤 功（愛知学院大学教授・第67
回学術大会長）

●特別講演1

「新型コロナウイルス感染症 その現状と
課題」

講師 脇田隆字（国立感染症研究所所長）

●特別講演２

「新しい時代における養護教諭の実践・養
成・研修の課題と展望～ニューノーマルや
デジタル化等を見据えて～」

講師 後藤ひとみ（愛知教育大学特別教
授・前学長）

●シンポジウム1

「学校保健研究の原点にせまる―設立時の理念とその後
の研究の展開から今後の方向性を探る―」

●シンポジウム２

「ポスト・コロナ時代の保健室経営を考える ―コロナ禍
から私たちが得たもの―」

●シンポジウム３

「学校健康診断における色覚に関わる考え方の変遷と今
後の在り方」

●シンポジウム４

「小学生への脱タバコ教育の現状と展望」

●シンポジウム５

「次世代につなげる歯科保健教育」

●シンポジウム６（学術委員会）

「学校保健活動の充実に向けた取り組みとその評価」

●シンポジウム７（渉外委員会）

「教科としての「保健」を学ぶ本質とは何か－高校保健
の新たな学習内容を手がかりにして－」

●シンポジウム８（国際交流委員会）

「台湾におけるCOVID-19と学校保健」



（一社）日本学校保健学会の
学術雑誌

「学校保健研究」年6回

→4回

英文オンラインジャーナル

”School Health”

<https://www.shobix.co.jp/sh/contents/en/index.html>

<https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jash/-char/ja>

<http://jash.umin.jp/print/index.html>



学校保健の領域・内容

資料：平成29年度学校保健全国連絡協議会（2018年2月2日）



小学校「体育科」保健領域 小学校第3学年
『健康な生活』

資料：小学校学習指導要領解説 体育編 平成29年6月 文部科学省



中学校「保健体育科」保健分野 中学校第3学年
『健康と環境』

資料：中学校学習指導要領解説 保健体育編 平成29年7月 文部科学省



高等学校「保健体育科」
科目「保健」
『健康を支える環境づくり』

資料：高等学校学習指導要領解説
保健体育編・体育編 平成30年７月
文部科学省



高等学校「保健体育」教科書における
エコチル調査の紹介

資料：「現代高等保健体育」 大修館書店 令和4年供給開始予定
保健編 第4単元「健康を支える健康づくり 10 さまざまな保健活動や社会的対策」
参考サイト<https://www.taishukan.co.jp/hotai/high/kyokasho_R4/>



エコチル調査のロードマップ

（令和3年7月19日 第1回健康と環境に関する疫学調査検討会 資料3-1より抜粋）



１．エコチル調査への期待

• 大規模な縦断調査であるエコチル調査か
ら得られる学術的成果の国民への還元の
観点より、児童生徒への保健教育に成果
を役立てたい。

–様々な化学物質の成長発達への影響

–地球環境の気候変動の成長発達への影響（直
接本調査に係わることではないが本調査観察
期間の特性が反映される可能性。貴重な縦断
調査故に。）



２．教育関係者との連携等
に関する課題

• ほぼ10年毎（ないしはそれ未満）で改定される学習指導要領
に成果が反映されれば、教科書に記述がなされ、授業にも反
映される。「雨降り保健」などと揶揄されながらも以前に比
べ保健をきちんと学ぶ機会は児童生徒に提供されている。

• 併せて教員の研修機会に保健・安全が取り入れられ、本調査
の成果を教育に活かす意義が伝えられる。

• エコチル調査そのものが学校の教育活動と直接関わる機会は
ほとんどないと思われるが、学校には公簿としての健康診断
票が保管されており、統合型校務支援システムの健康管理機
能等を活用した児童生徒等の健康診断情報の電子化も進めら
れている。これらの活用やエコチル調査との比較等は文部科
学省や教育委員会を通じた調整により進展できる可能性があ
る。



学校保健に係わる組織・活動

• 公益財団法人 日本学校保健会

• 一般社団法人 日本学校保健学会

• 日本安全教育学会

• 公益社団法人 日本医師会（学校保健委員会）

• 一般社団法人 日本学校歯科医会

• 公益社団法人 日本薬剤師会（学校薬剤師部会）

• 全国養護教諭連絡協議会

• 全国学校保健主事会、ほか

• 全国学校保健安全研究大会：年1回、都道府県持ち回り。
主催：文部科学省、開催県教育委員会、（公財）日本学校保健会



ご静聴ありがとうございました


